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今日の不況は、この間の新自由主義、「構

造改革」・規制緩和路線が

ゆきづまり、破綻したこと

の現れであり、その帰結で

す。この危機を突破してい

くには、新自由主義、「構

造改革」・規制緩和路線か
らの根本的転換が必要です。そして憲法がく

らしに生かされる国民生活最優先の政治と経

済に転換していくことが必要です。外需頼み

から内需主導へ、労働者の雇用を安定させ、

賃金・労働条件を改善していくことが必要で

す。そして医療・介護・福祉・年金などの社

会保障制度が持つセーフティーネットの機能

を回復させ、教育を充実していく、日本経済

の主役である中小企業や業者、地場・伝統産

業、農林漁業を育成し、それらを通じて地域

経済を再生していくことが必要です。確信を

持って、今回の不況打開、くらしと雇用・営

業の危機突破をめざす、府民各界・各層との

「対話と共同」を大きく進めていこうではあ

りませんか！
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※民間労組、地域、市民団体
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⇒七条烏丸⇒東本願寺付近
※府北部の参加者と京建労
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梅小路公園芝生広場を府民の怒りの要求でそめました



集会にさきがけて、
争議団の紹介（上）と、
今年、京都で実施され
る母親大会（右）とう
たごえ祭典（下）の訴
えがありました。

私は、反貧困ネットワークで活
動しています。

今日の経済危機を自然災害のように言う
人々がいますが、そうでしょうか。
労働者を解雇し、下請け企業や地域経済を
切り捨てながらもうけをあげ、国民の生活
は切り捨てられる、そんな「国づくり」が
行き詰まったのです。
「もう横暴・勝手は許さない！人間らしく
生きることができる社会をとりもどそう」
これが私たちみんなの声です。

私たちは、雇用破壊に反対し、暮らしと
営業を守れと、「年越し派遣村」に連帯し
て、相談会や炊き出しをすすめてきました。
そして、「労働者を路頭に迷わせるな」と
国や行政に働きかけてきました。
雇用と生活を守るため、多くの労働者が
たたかいに立ち上がっています。“仕事と
資金を”と中小・業者も仕事おこしとセー
フティネット保証を求めています。子ども
たちの学びを保障しようと大人が立ち上が
り、それを見て、子どもたちががんばり出
しました。
それは、「自己責任」と分断の社会を大き
く変える、人間性と勇気にあふれた、あた
たかい連帯の姿そのものです。

今日、ここ梅小路公園にあつまった私たち
は、呼びかけます。
苦しんでいるのはあなた一人ではありませ
ん。
いまこそ、力をあわせましょう。
知恵を寄せ合って、社会を動かす連帯を広
げましょう。
そして、憲法が生きる社会をみんなでつく
りましょう。

「一人の仲間も路頭に迷わせない」
仕事と地域に、みんなの力であたたかい風
をふかせようではありませんか。

２００９年３月２９日
「仕事と地域に春を呼ぶ
３・２９府民のつどい」参加者一同

府民のつどい前日の２８日、京都総
評青年部のよびかけで三条河原町で集
会参加のよびこみ宣伝を実施しました。
宣伝には、青学連や中田過労死裁判
ネットなどの青年もたくさん参加し、
集まった数は４０人以上。
宣伝は大変な盛り上がりで、１時間
の宣伝で１５０筆近い署名が集まるな
ど、町の雰囲気を一変させていました。

反貧困ネットワーク京都準備会 舟木浩弁護士

高齢者医療制度廃止京都連絡会 岡田楯彦医師

ザ・ニュースペー
パーによる麻生首
相。梅小路を“マ
イ”小路に読み違
え？会場を爆笑の
渦に巻き込んでい
ました。

私は、派遣切りをされてたたかってきましたが、

上栫（かみかこい）浩司さん

奥丹教組 橋本まり子書記長

丹後民商 土居重直副会長

京都市職労 南書記次長


